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館林市教育委員会文化振興課 

                                                     令和４年６月 30日 

報道関係者各位 

ご取材用資料 

館林市立資料館 収蔵資料展 

「モノが語る古墳時代」開催のお知らせ 
古墳時代の群馬地域は東日本屈指の有力地域で、「古墳大国」であったと考えられます。館林市でも

数十基の古墳が確認され、発掘調査も行われました。 

今回の展示では、市内の古墳や出土した埴輪や直刀などの遺物（モノ）から、古墳時代のくらしについ

て紹介します。展示内には図や絵などを用いた解説パネルの設置や、埴輪に見る当時のファッション紹

介などをご用意しています。古墳時代について初めて学ぶ方も楽しめ、小学校高学年の児童や中学生

の夏休みの自由研究にも活用できる展示になっています。 

また、本展チラシの裏面はワークシートになっており、会期中、こちらに全問正解し、アンケートとともに

提示すると、資料館限定絵はがきがもらえるというキャンペーンを行います。 

 

会 期：令和４年７月２日（土）～令和４年９月１１日（日） 

主 催：館林市教育委員会 

会   場：館林市第一資料館 ２階展示室 

（館林市城町3-1 館林市立図書館内） 

休 館 日：月曜日、祝日の翌日（7/19（火）、8/12（金）） 

 図書館月末整理日（7/29（金）） 

図書館特別休館日（8/29（月）～9/5（月）） 

開 館 時 間：午前９時から午後５時（入館は４時30分まで） 

入 館 料：無  料 

展示解説会： 7/3(日)、8/7(日)、9/4(日) 午前11時～ 

         ＊直接会場へお越しください。 

 

 

  
■ 図や絵が用いられた解説パネルで楽しく学べます 

■ 会期内、アンケート提出＆全問正解のワークシート提示で資料館限定絵はがきがもらえます 

■ ２階展示室はすべて写真撮影OK！(フラッシュ禁止)自宅でも復習ができます 

 

 

主な展示予定資料 
・渕ノ上古墳の副葬品（直刀、耳環、馬具など） 

・市内古墳出土のさまざまな埴輪（女子像埴輪、家形埴輪など） 

・古墳時代のカマドで使用されていた道具 

・須恵器の大甕（高さおよそ80ｃｍ）              など 

 

 問い合わせ  
◼ 館林市教育委員会文化振興課 

◼ 〒374-0018 館林市城町3-1 

◼ 担 当  橋本 

◼ 電話0276-74-4111 

◼ FAX 0276-74-4113 

  

本展の推しポイント 





アンケート提出＆全問正解のワークシート提示で資料館限定絵はがきプレゼント！

収蔵資料展「モノが語る古墳時代」

ワークシート

正しいものを選んで〇をつけてください。

① 館林市で現在確認されている古墳の数は？

② つくられた時代が古いのはどちら？

③ 展示されているこの埴輪の性別は？

④ より高い温度で焼いてつくられるのはどちら？

答え合わせは受付職員が行いますのでお声掛けください。

A. 67 基 B. 87 基 C. 195 基

A. 土偶 B. 埴輪

A. 男性

B. 女性

A. 土師器 B. 須恵器

こふん

どぐう はにわ

てんじ

はじき すえき

か

 

 

展示内のぽんちゃんが

いるところに

答えがあるぽん

ぽんちゃん
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